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利
蘭
及
び
清
貿
易

江
戸
時
代
に
入
っ

τ、
幕
府
が
鎖
闘
の
方
針
を
決
定
L
て
か
ら
以
求
、
謝
馬
宗
氏
の
朝
鮮
貿
易
ピ
薩
摩
町
同
伴
氏

の
一
琉
球
を
渇

Lτ
の
支
那
貿
易
ご
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

も
ど
よ
&
リ
共
蚊
額
も
少
(
、
幕
府
は
耽
て
司
、
れ
に
干
渉

L
ょ
う
ご
せ
な
か
っ
た
か
ら
こ
れ
は
別
ご
し
て
、
外
国
の
絡
め
に
聞
か
れ
た
泌
Z
L
て
は
、
唯
一
の
長
崎
泌
が
あ

る
丈
で
白
っ
た
。
而
が
も
東
洋
諸
国
の
中
で
は
支
那
、
欧
洲
で
は
和
尚

ω
一
同
凶
の
商
舶
の
み
が
こ
、
に
出
入
し

τ

貿
易
を
替
む
こ
ご
を
許
さ
れ

τ居
た
に
過
ぎ
な
い
。
而
か
も
何
れ
も
長
崎
曾
所
に
於
て
倍
ま
れ
た
一
一
刊
の
官
貿
易

で
あ
っ
た
。
就
中
支
那
貿
易
印
も
所
謂
唐
貿
易
は
、
同
じ
く
東
洋
凶
民
Z
'し
て
、
古
来
歴
史
的
に
我
岡
民
ピ
の
問

に
一
同

ω
親
し
み
少
有
う
て
居
た
支
那
人
相
手
で
ゐ
る
潟
め
仁
、
初
出
は
長
崎
町
中
に
市
民
正
の
雑
居
を
許
苫
れ

て
尼
伐
の
で
あ
る
が
‘
和
蘭
商
人
に
至
、
り
て
は
、
寛
永
十
八
年
に
平
戸
が
ら
長
崎
に
移
さ
れ
て
か
ら
は
、
先
、
ぎ
に

葡
萄
牙
人
的
縛
め
に
居
留
地
ご
し
て
開
放
さ
れ
工
居
っ
た
出
島
の
南
畿
館
跡
に
居
る
こ
さ
を
許
さ
れ
た
丈
で
、
某



市
中
正
の
出
入
往
来
に
は
頗
る
殿
重
な
る
制
限
を
設
け
ら
れ
て
居
っ
た
。
こ
れ
一
つ
に
は
幕
府
の
蛍
踏
者
を
駆
っ

τ鎖
国
の
断
行
に
出
で
き
せ
た
耶
蘇
敢
に
謝
す
る
警
戒
か
ら
来
て
居
る
こ
ご
勿
論
で
あ
る
が
、
今
一
つ
は
抜
荷
卸

も
密
貿
易
を
収
締
る
が
絡
め
で
め
っ
た
。
就
中
耶
蘇
教
の
禁
は
図
録
と
し
て
、
最
も
重
き
を
泣
か
れ
た
こ
己
言
ム

迄
も
な
く
、
和
駒
市
館
り
如
き
は
、
耶
蘇
教
徒
が
、
他
山
り
外
側
般
に
搭
乗
し

τ来
朝
す
る
も
の
が
ゐ
る
ご
聞
い
た

な
ら
ば
、
逮
仁
告
臨
揺
す
る
こ
ご
を
命
性
ら
れ
、
若
し
こ
れ
に
蓮
反
L
た
場
合
に
は
、
和
蘭
の
貿
易
其
者
を
も
禁
止

す
る
と
迄
段
違
古
れ
て
居
た
の
で
あ
る
ω

そ
れ
が
後
年
仁
歪
つ
て
は
西
洋
の
新
聞
を
幕
府
に
報
十
る
所
調
風
間
書

の
提
出
ご
も
な
っ
て
現
れ
た
。
和
脂
酬
は
も
己
よ
み
り
以
上
の
岡
禁
ぜ
犯
す
が
如
き
事
は
敢
て
せ
な
か
っ
た
が
・
後
に

至
っ

τ
こ
れ
が
違
反
事
項
は
却
て
清
的
貿
易
に
於
T
見
出
苫
れ
花
。
清
は
も
ピ
よ
・
0

耶
蘇
教
徒
を
我
れ
に
迭
る
が

如
き
事
は
な
か
っ
た
り
れ
ど
も
、
北
(
除
入
臨
書
中
に
、
佐
々
耶
蘇
殺
を
説
い
た
も
の
、
混
じ

τ居
っ
た
こ
と
は
、

貞
享
一
ア
年
長
崎
の
向
井
栄
丸
り
告
畿
に
依
っ
て
知
れ
た
か
ら
、
爾
京
市
幕
府
は
こ
れ
仁
向
っ
て
大
に
警
戒
を
加
ふ
る

こ
正
、
な
り
、
禁
書
の
目
を
設
け
て
所
説
切
支
丹
書
籍
の
轍
入
を
厳
禁
し
、
阪
に
岡
内
に
聡
入
苫
れ
柁
も
の
は
、

接
見
次
第
二
れ
を
焼
楽
す
る
こ
ご
に

L
た
。
こ
れ
古
共
に
幕
府
の
財
政
常
局
の
憂
慮
し
た
こ
E
は
、
国
内
の
金
銀

銅
が
少
か
ら
A
V
国
外
に
続
出
す
る
一
事
で
ゐ
っ
た
。
(
第
二
開
港
地
は
只
一
港
に
限
-b
れ
て
は
居
た
け
れ
Y
」も、

入
川
惜
の
隻
数
に
も
、
貿
易
の
数
額
に
も
、
何
等
の
制
限
が
ゐ
る
で
は
な
(
、
且
つ
(
第
二
)
嘗
時
和
両
酬
の
輸
入
品
は

何
れ
も
生
糸
共
仙
の
賛
鐸
品
が
多
か
っ
た
の
に
反
し
て
、
我
凶
か
ら
の
輪
出
口
聞
は
、
金
銭
銅
の
如
、
百
有
用
な
る
金

~ 
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第
五
雄

属
で
あ
っ
た
。
和
闘
人
も
支
那
人
も
我
国
民

ω海
外
の
事
情
に
晴
い
の
に
乗
じ
て
自
家
に
行
利
な
比
市
中
を
以

τ収

引
を
行
っ
た
斜
め
に
、
閥
内
で
は
金
銀
貨
が
騰
貴
し
た
ば
か
h
で
な
〈
、
共
著
し
き
敏
之
を
来
た
す
ニ
正
、
な
っ

て
、
慶
長
十
四
年
に
貿
易
に
金
を
波
T
こ
Z
を
腐
L
て
丁
銀
仁
代
へ
た
も
の
が
、
寛
文
入
年
に
は
銀
を
祭
じ
て
金

を
渡
す
を
許
し
、
一
冗
職
人
年
に
は
一
見
に
一
定
の
銀
額
に
謝
す
る
銅
の
代
物
詩
に
代
へ
た
け
れ
ど

b
、
辛
れ
も
聞
も

な
〈
鋼
の
快
乏
を
来
た
し
、
享
保
十
年
に
は
長
崎
に
貿
易
に
要
す
る
銅
の
鋳
池
を
掌
ら
せ
る
鋳
鋼
所
を
設
け
た
。

業
所
在
地
に
は
今
銅
座
町
の
名
目
r
停
っ
て
居
る
。
而
か
も
そ
れ
も
其
目
的
を
迭
し
な
い
匂
で
一
冗
文
三
年
仁
は
こ
れ
を

閉
鎖
L
、
大
阪
に
同
慌
の
目
的
を
以
て
長
崎
銅
曾
所
卸
ち
銅
座
を
設
立
し

τ全
閥
的
銅
鋭
か
ら
一
後
搬
す
る
銅
を
一
』

、
に
蓮
ば
せ
た
が
、
此
専
寅
制
は
却
っ
て
銅
の
康
出
高
を
減
少
す
る
め
結
巣
を
生
じ
た
。

長
附
に
於
付
る
和
醐
貿
易
ば
か

h
で
な
〈
此
時
代
の
初
期
的
成
貿
易
に
於
て
も
、
矢
採
生
糸
が
主
な
る
総
入
貿

易
品
で
あ
っ
た
が
、
我
れ
は
子
』
れ
に
謝
し
て
支
那
人
の
常
食
ご
す
る
品
川
只
海
藻
等
を
以

τ
L
た
か
ら
、
和
朗
貿
易

仁
於
り
る
A
W
一
銀
貨

ω流
出
を
備
ム
利
盆
が
な
い
で
は
な
か
っ
た
り
れ
ど
も
、
北
(
代
ら
に
入
地
般
隻

ω多
か
っ
た
事

は
殆
ど
比
蚊
に
も
な
ら
ぬ
程
で
ゐ
っ
た
の
み
な
ら
争
、
海
上
の
往
来
も
頗
る
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
、
従
っ
て
密
貿

易
が
行
は
れ
易
〈
.
官
私
の
貿
易

ω数
額
の
如
き
も
、
亦
頗
る

E
額
に
上
h
・
且
つ
銀
貨
凶
り
事
ピ
て
‘
我
銀
貸

の
流
出
は
美
大

ω高
に
越
し
、
剰
へ
前
に
も
曲
事
げ
た
や
う
な
耶
蘇
放
関
係
岡
昔
の
輸
入
事
貸
さ
へ
あ
っ

τ、
立
(
制

止
は
頗
る
困
難
£
さ
れ
た
ど
日
』
ん
で
あ
る
。

町'.



貿

易

の

制

限

是
に
於

τ岡
倒
的
貿
易
に
封
L
て
は
逐
年
制
限
を
加
へ
ら
る
、
こ
正
、
な
っ
た
。
寛
文
中
和
胸
尚
人
の
輪
出
金

制
に
制
限
(
一
箇
年
五
高
雨
)
を
加
へ
た
の
を
始
め
ざ

L
て
、
貞
享
二
年
か
ら
は
和
樹
貿
易
を
五
高
雨
、
唐
貿
易
を

入
高
七
千
隔
(
銀
六
千
民
日
)
に
制
限
し
た
。
期

t
て
幕
府

ω
財
政
窮
乏
に
基
〈
改
革
の
議
が
め
る
仰
に
、
長
崎
港

に
於
+
り
る
貿
易
規
則

ω改
正
が
慌
に
幕
府
の
財
政
家
に
依
り
て
考
慮
苫
れ
、
其
結
果
は
必
中
何
判
明
か
の
制
限
に
蹄

着
し
た
o

元
旅
元
年
に
は
遂
に
支
那
人
の
潟
め
に
も
居
留
地
を
設
〈
る
ご
共
に
、
其
入
港
す
べ
き
舶
隻
の
敏
を
限

っ
た
。
削
も
幕
府
は
割
符
曾
所
に
命
じ
て
・
小
島
郷
に
府
人
尿
敷
な
る
居
留
地
を
設
り
て
、
従
来
市
中
に
雑
居
し

て
居
っ
た
支
那
人
を
此
一
割
に
限
っ
て
居
住
吉
せ
、
加
を
穿
っ
て
他
の
地
域
ご
別
っ
こ
ど
、
し
た
。
此
後
己
て
も

こ
れ
を
和
蘭
商
人
に
比
較
す
れ
ば
、
我
支
那
人
に
劃
す
る
胎
度
は
梢
寛
大
で
あ
っ
た
ご
は
い
へ
、
共
居
住
地
域
の

限
定
に
至
っ

τは
略
同
一
で
ゐ

h
、
居
留
支
那
人
の
市
中
へ
出
入
往
来
す
る
に
世
田
て
そ
の
我
山
間
人
替
の
響
街
も
亦

同
徒
で
あ
っ
た
。
加
之
一
克
旅
六
年
に
は
居
留
地
外
に
番
所
を
設
げ

τ、
盆
々
其
取
締
を
股
重
に
し
た
の
で
あ
る
。

夫
に
入
港
の
一
般
住
耳
の
軟
に
つ
い

γτ
も
制
限
を
加
へ
て
七
十
般
正
定
め
た
G

允
こ
れ
は
其
後
十
一
年
に
十
般
を
増
し

て
入
十
般
に
定
め
ら
れ
た
。

和
前
貿
易
に
封
し
亡
も
、
幕
府
は
元
職
十
三
年
に
長
崎
に
入
港
す
る
同
闘
の
商
般
を
四
五
線
以
内

Z
制
限
し

f描

叢

近
世
円
以
品
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趨
勢

第
二
十
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た
。
併
し
舶
の
大
小
に
つ
い
て
は
何
等
の
規
定
が
な
か
っ
た
が
ら
、

共
後
も
従
来
よ
b
は
加
髄
容
量
の
大
き
い
I

船

を
此
制
限
内
に
入
泌
さ
せ

τ
依
然

ELτ
我
れ
に
不
利
な
る
貿
易
を
殺
り

τ
屈
h
、
而
か
も
般
入
品
に
謝
イ
し
て
挽

ふ
〈
量
制
の
不
足
の
縛
め
に
貿
易
が
行
は
れ
難
〈
、
立
(
結
果
外
岡
市
問
人
は
蹄
闘
が
出
来
な
い
で
、
長
崎
に
滞
在
す

る
を
品
川
俗
な
く
さ
る
、
仁
至
っ
た
か
ら
.
共
影
響
は
長
崎
市
民
の
困
窮
ピ
も
な
り
、
又
泌
上
按
荷
の
帥
慣
行
正
も
な

っ
た
。
是
に
於
て
幕
府
以
遂
に
正
徳
五
年
首
新
升
白
石
の
建
議
に
基
い
た
新
法
卸
も
所
甜
正
徳
義
併
を
賀
施
し

τ

嗣
凶
の
貿
易
上
正
一
大
改
革
を
行
ふ
こ
ど
、
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
操
る
正
、
和
的
商
船
の
長
崎
入
排
出
を
許
さ
れ
る

も
り
は
一
鏑
年
に
ニ
服
、
支
那
尚
船
は
三
十
般
に
限
ら
れ
た
芭
共
に
、
貿
易
の
数
額
に
も
制
限
を
加
へ
ら
れ
、
貿

H

剖
の
方
訟
を
も
改
正
さ
れ
た
。
其
品
位
も
一
雄
品
盟
百
此
は
め
っ
た
が
、
寛
政
二
年
に
は
和
蘭
商
船
は
真
に
減
じ
て
一
筒
年

一
般
に
止
め
ら
れ
‘
貿
易
の
数
制
も
従
つ

τ減
少
せ
し
め
ら
る
、
こ
ピ
、
な
っ
た
。
(
後
二
般
に
復
L
た
)
支
那
前

加

ω如
き
も
、
吉
宗

ω時
に
は
家
宣
時
代
の
施
設
に
謝
す
る
反
動
政
策
E
、
密
貿
易
取
締
の
必
要
ど
か
ら
、

時

(
享
保
二
年
)
芙
隻
数
を
十
般
に
増
加
し
た
こ
正
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
一
が
、
山
剛
弐
こ
れ
を
減
少

Lτ
、
元
文
五
年

日
二
』
十

4
m
l
z
o

-
-
t
t
f
 殊
に
克
保
二
年
に
は
支
那
和
前
に
通
じ
て
、

竿
減
令
が
後
せ
ら
れ
て
屠
る
。

「一一一一 、

に
は
二
十
般
ピ
す
る
に
至
ち
(
明
和
二
年
に
は
十
三
般
に
減
じ
た
)
、
従
っ
て
貿
易
の
政
額

ω如
き
も
、
漣
紛
減
額

嘗
時
我
貿
易
の
刷
新
を
策
じ
た
る
新
井
白
石
は
我
有
用
の
財
を
別
ゐ
て
彼
無
用
の
物
仁
易
へ
る
は
我
凶
高
世
の

長
策
で
な
い
正
論
じ
て
居
h
J
、
此
論
が
共
改
革
の
中
心
を
な
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
是
附
幕
府
の
長
崎
奉
行
に

.. 



交
付
苫
れ
た
命
令
中
に
も
、
貿
易

ω
意
義
を
設
い
て
す
べ
て
貿
易
日
間
の
倒
は
我
凶
産
物
の
鈴
剰
を
以
て
交
易
す
吋

き
糊
が
ゐ
る
に
拘
ら
す
、
嘗
時
我
闘
に
於
て
不
足
を
訴
ム
る
銅
を
、
支
那
及
び
和
耐
酬
仁
安
(
買
取
ら
せ
、
世
(
不
足

R
T
は
長
崎
出
限
の
内
で
と
れ
を
償
ふ
ご
い
ふ
は
犬
誌
の
事
で
あ
る
、
且
つ
山
崎
物
の
船
入
の
利
叫
相
さ
れ
た
場
合
に
、

日
本
の
闘
用
に
出
刑
す
る
一
却
と
も
な
ら
ば
巳
む
を
得
な
レ
が
、
山
崎
舶
の
輸
入
が
な
〈
な
つ
柁
ご
し
て
、
我
憾
庄
が
不

足
を
告
ぐ
る
も
の

Z
し
て
は
、
薬
禍
以
外
に
な
い
と
い
ふ
の
が
、
其
主
な
る
理
由
で
め
っ
た
Q

M

革
拾
幕
府
の
財
政

家
は
金
録
制
の
岡
外
流
出
が
移
し
い
の
合
見
て
も
、
積
極
的
に
こ
れ
に
善
成
す
ぺ
き
方
法
を
知
ら
な
い
で
、
只
管

消
祢
的
手
段
に
山
で
長
崎
に
入
港
す
べ
き
外
闘
の
商
船
及
び
貿
易
額
の
減
少
を
岡
る
事
が
権
一
の
湖
聴
策
ご
認
め

ら
れ
、
こ
れ
が
絡
め
に
常
時
に
於
り
る
我
閥
唯
-
の
外
側
貿
易
港
た
る
長
崎
も
年
一
年
ピ
衰
微
を
来
た
し
て
再
び

往
時
の
雄
況
を
見
る
一
』
ご
が
出
来
品
や
う
に
な
う
た
。

外
国
に
劃
す
る
危
悦
三
誠
一
昨

然
る
に
幕
末
に
露
両
皿
、
英
吉
利
、
並
米
利
加
ん
官
恥
敢
闘
の
諸
凶
が
、
掘
削
に
我
闘
の
門
戸
を
叩
い

τ北
(
閲
闘
を
迫

る
に
至
っ
て
か
ら
の
幕
府
は
、
何
時
迄
も
此
消
極
的
方
針
を
制
服
法
正

Lτ
墨
守
す
る
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
初
め

ω中
こ
そ
幕
府
は
長
崎
以
外
の
地
に
於

τは
一
切
北
目
前
議
を
受
付
け
な
い
態
度
を
取
っ
て
、
縦
ひ
彼
等
の
山
・
で
長

崎
以
外

ω地
に
寄
港
し
た
る
も

ωが
ゐ
つ

τも
、
す
べ
て
長
耐
に
阿
航
を
識
し
柁
か
ら
、
松
前
に
来
る
使
の
あ
っ

，晶

猫

E 

逗
叶
い
沈
易
の
趨
勢

部
二
十
五
巷

九
JL 

錆
直
観
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論

叢

近
世
民
易
自
趨
勢

第
ニ
十
五
番

五

第
五
扱

九
九
回

た
露
人

ν
ザ
ノ
フ
で
も
白
7
1
チ
ヤ
チ
レ
で
も
皆
不
利
を
忍
ん
で
、
超
々
長
崎
じ
渡
航
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

れ

は
も
Z
よ
h
幕
府
の
一
時
逃
れ

ω
口
賞
で
あ
っ
た
が
ら
、
そ
-
」
で
も
又
談
判
の
要
領
を
得
べ
〈
も
な
か
っ
た
。
此

形
勢
を
看
取
し
た
亜
米
利
加
が
非
常
の
決
心
を
以

r
共
目
的
を
遣
す
ぺ
〈
ペ
リ
ノ
ー
を
減
退
し
て
か
ら
は
、
浦
賀
や

久
里
演
、
下
回
、
坤
宋
川
、
横
演
等
の
従
来
会
〈
港
尚
史
上
仁
問
え
な
か
っ
た
無
名
の
地
名
が
黒
柿
の
碇
泊
地
ピ

し
て
新
に
出
現
し
て
来
た
事
は
猶
ほ
峨
園
時
代
に
術
掛
川
牙
、
西
班
牙
の
貿
易
般
の
渡
来
か
ら
、
長
崎
北
日
他
の
未
知

の
港
海
の
数
々
が
矢
継
早
に
撞
頭
し
出
し
た
の
E
同
憾
で
あ
っ
た
。

此
前
後
鎖
国
懐
市
月
十
τ中
心
ご
し
て
我
闘
論

ω沸
騰
し
た
る
事
は
今
夏
一
五
ふ
迄
も
な
い

Z
こ
ん
で
ゐ
る
が
、
所
謂

鎖
凶
も
詮
じ
結
む
れ
ば
鎖
港
で
あ
h
、
開
闘
も
亦
闘
地
で
ゐ
っ
た
か
ら
・
港
、
時
に
闘
す
る
我
同
上
下
の
注
意
が
此

頃
か
ら
央
第
に
高
湖
[
来
っ
た
こ
ど
は
事
・
封
で
あ
る
。
ロ
ハ
北
(
時
に
於

τ戦
闘
時
代
の
情
勢
正
一
典
る
ピ
こ
ろ
は
戦
闘

の
諸
大
名
が
皆
外
岡
貿
易
を
望
ん
で
居
た
の
に
反
し

τ、
此
時
代
の
幕
府
は
こ
れ
を
好
ま
?
寧
ろ
無
用
視
し
厄
介

視
し
て
居
っ
た
事
で
あ
る
。
加
之
此
時
代
の
幕
府
府
は
長
崎
一
地
以
外
の
鎖
排
出
を
続
け
た
ニ
ピ
が
品
川
h
に
長
か
っ

た
が
縛
め
に
、
其
初
期
に
嘗
っ
て
戦
闘
時
代

ω漣
紙
記
し
て
他

ω排
出
尚
ド
も
外
岡
貿
易
般
的
出
入
を
許
L
、
又
我

同
民
的
秘
外
貿
易
を
も
認
酌
来
っ
た
事
貨
は
こ
れ
を
閑
却
し

τ、
長
崎
以
外
の
鎖
泌
を
行
ふ
事
ぞ
れ
自
身
が
所
謂

組
法
で
あ
b
、
御
図
法
で
ゐ
る
ご
揚
言
し
、
此
組
怯
や
御
閣
法
に
背
〈
事
は
絡
調
に
不
可
能
事
で
あ
る
ご
い
つ

て
、
和
嗣
及
び
泊
以
外

ω諸
外
国
の
閲
絡
に
つ
い

τの
新
要
求
を
拒
絶
し
っ
、
あ
っ
た
の
で
ゐ
る
。

" 



殊
に
此
時
期
に
豆
っ
て
幕
府
の
賞
踏
者
を
始
め
、
我
国
民
間
に
従
来
の
耶
蘇
裁
の
布
放
に
劃
す
る
そ
れ
以
外
に

新
た
な
る
掛
外
的
危
供
ご
し
て
、
外
国
の
我
領
土
の
侵
掠
が
現
は
れ
た
。
こ
れ
は
露
両
並
人
の
樺
太
や
千
島
に
封

す
る
態
度
か
ら
待
た
印
象
に
基
く
も
の
で
あ
る
o

こ
れ
が
翁
め
仁
我
岡
民
の
設
意
は
従
来
会
f
関
却
き
れ
た
北
地

に
集
中
さ
れ
、
蝦
夷
地
の
開
拓
が
一
つ
の
壬
ツ
ト

1
己
な
っ
た
事
は
、
奈
良
平
安
朝
以
来
の
阜
で
あ
っ
て
、
箱
館

の
如
吉
松
前
の
如
き
北
方

ω泌
総
の
名
も
つ
ぎ

f
¥
に
世
に
出
で
る
こ

E
、
な
っ
た
o

然
る
に
彼
文
化
五
年
政
凶
た
る
和
酬
の
肉
舵
傘
捕
り
翁
め
に
長
崎
泌
を
捜
索
し
た
英
艦
フ

Z
1
ト
ン
就
の
暴
行

事
件
も
ゐ
っ
て
、
此
謝
外
恐
怖

ω
心
理
批
態
が
我
岡
民
の
脳
裡
仁
深
〈
刻
込
ま
れ
、
久
し
〈
太
平
に
馴
れ
た
我
闘

民
を
奉
げ
て
一
一
仰
の
紳
経
由
淀
川
抽
病
者
ピ
な
ら
せ
た
結
果
、
文
政
人
年
幕
府

ω
異
鋤
打
排
A
T
正
な
っ

τ、
異
舶
の
我

港
に
近
づ
い
た
も
の
は
有
無
を
い
は
さ
中
砲
撃
を
命
じ
た
の
で
あ
る
o

天
保
八
年
に
我
深
抽
出
民
を
同
時
b
m返
事
ん
さ

し
て
来
朝
し
た
米
脚
毛
j

y

ン
蹴
は
劫
初
浦
賀
を
指
し
て
来
た
も
の
が
砲
撃
を
受
り
、
夏
に
鳥
羽
泌
を
経
て
鹿
児

島
尚
じ
入
れ
ば
又
砲
撃
邑
れ
、

こ
れ
で
は
長
崎
に
廻
っ
て
も
亦
同
様
で

b
ら
う
ご
-
』
、
に
折
角
の
港
返
山
り
認
を
絶

っ

τ決
門
に
引
返
す

ω伶
儀
な
き
に
至
っ
た
。
新
品
非
人
道
的
な
行
動
に
出
で
乍
色
、
幕
府
の
命
令
を
遵
奉
し
て

業
目
的
を
達
し
た
浦
賀
奉
行
は
陪
府
軍
よ
ム
リ
の
褒
詞
を
受
付
、
こ
れ
に
関
係
し
た
奥
カ
同
心
も
亦
御
…
佐
美
の
金
銀
を

頂
戴

L
た
の
は
皆
同
然
で
あ
る
が
、
新
る
外
図
的
好
意
を
容
し
う

L
た
非
人
道
的
行
震
は
本
闘
の
興
諭
を
喚
起
し
て

そ
れ
が
延

ν
て
後
に
は
強
制
な
る
態
度
を
以
て
我
開
港
を
迫
ら
せ
る
事
ご
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
我
暴
家

論

託
世
良
易
由
趨
欝

第
二
十
五
巷

E 

叢

1
1
E
 

第
五
腕

-， 



d市

議

近
世
叩
晶
白
~
趨
曲
町

第
二
寸
五
巻

b

b

f

 

f

J

J

プ

革
五
醐
師

五
回

は
全
〈
外
国
事
情
に
一
階
か
っ
た
罪
で
め
っ
て
、
掛
同
時
比
較
的
海
外
事
怖
を
知
っ
て
居
た
高
野
長
英
、
波
漣
華
山
の

如
き
で
す
ら
も
、

毛

p
y
ン
を
以

τ英
凶
貿
易
舶
の
総
督
で
稀
世

ω一
象
傑
ヨ
し
た
位
で
ゐ
っ
た
。
後
日
首
相
府
の
嘗

局
は
屯
y
y
y
放
の
家
制
が
、
杢
く
我
涼
浪
民
進
法
の
外
他
意
な
か
っ
た
事
を
如
り
、
又
清
が
排
外
暴
車
中
の
結

果
、
属
一
辱
的
関
泌
を
伶
備
な
〈
き
れ
記
事
貨
を
諒
解
す
る
に
及
ん
で
、
大
に
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
不
法
な
打

梯
A
T
h
断
然
臨
脱
化
さ
れ
て
了
っ
た
。
幕
府
の
営
局
が
斯
〈
外
国
事
怖
を
知
る
に
至
る
ご
共
仁
、
外
凶
の
要
求
に
劃

す
る
態
度
は
次
第
に
緩
和
さ
れ
、

一
方
に
於
て
は
、

外
凶
的
侵
掠
に
謝
す
る
響
備
を
怠
ら
ね
正
共
に
、

他
方
に
は

外
岡
聞
の
要
求
に
応
じ
て
従
来
鎖
さ
れ
た
園
内
の
泌
泌
を
開
放
す
る

ω政
策
を
取
る
に
傾
い
た
か
ら
、
地
脚
内
史
上
剖

期
的
な
亭
貨
の
-
封
現
ち
る
、
こ
吉
、
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
る
迄
に
は
幾
多
政
治
外
交
上
の
大
波
測
を
見
、
又
多

〈
の
犠
牲
者
を
出
す
に
至
っ
た
事
は
言
」
迄
も
な
か
ら
う
o

四

鎖
国
よ
り
開
港
へ

首
都
末
外
国
の
日
本
に
謝
す
る
開
港
の
要
求
が
、
貝
髄
的
古
な
っ
て
来
た
の
は
、
嘉
永
六
年
六
月
現
米
利
加
合
衆

園
の
大
統
制
プ
イ
y

t

t

ア
の
命
に
依
っ

τ、
北
(
水
師
提
督
べ

n
y
l
が
浦
賀
に
来
た
時
で
ゐ
っ
た
。
常
時
ベ
リ

1
が

日
本
脳
皇
帝
殿
下
(
府
軍
の
事
)
仁
宛
て
た
藷
輸
の
中
に
、

日
本
が
英
国
を
鎖

Lτ
外
岡
正
交
を
絡
丸
乍
ら
こ
れ
を

仇
激
減
す
る
は
、
禁
法
制
を
立

τた
蛍
初
は
、
或
は
智
慮
ゐ
る
虚
置
で
あ
っ
た
ら
う
け
れ
ど
も
、
蒸
汽
般
で
自
国

'" 



を
品
目
程
す
れ
ば
、
十
人
日
か
二
十
日
で
日
本
に
到
迭
し
得
る
程
至
つ

τ容
易
に
且
つ
込
議
ご
な
っ
た
今
日
、
倫
ほ

此
醤
制
を
墨
守
す
る
は
無
謀
で
も
め

h
、
又
不
可
能
で
も
あ
る
ご
い
っ
て
、
雨
国
間
の
交
易
Z
白
岡
船
舶
の
炭
水

食
料
を
得
ん
が
縛
め
に
日
本

ω両
地
に
於

τ
一
泌
を
捌
か
れ
ん
ニ
デ
ぜ
望
ん
に
も
の
で
あ
る
。
(
通
航
一
覧
縦

輯
)
常
時
米
国
国
務
省

ω
ペ
リ

I
に
奥
へ
た
訓
令
に
操
れ
ば
、
通
商
貿
易
の
柏
崎
め
に
、

供
給
ピ
雑
破
般
の
場
合
の
修
理
E
の
純
白
に
同
じ
く
一
二
挫
の
開
港
正
、
日
本
近
海

ω無
人
の
小
島
で
も
よ
い
γ

か

一
一
一
泌
E
、
薪
水
食
樹
の

ι、
貯
山
灰
所
仁
平
」
設
〈
る
許
可
ご
を
得
ん
芭
し
た
も
の
で
め
る
。

若
し
此
婆
求
を
容
れ
る
ご
し
た
な
ら
ば
、
幕
府
が
赴
迄
此
却
の
交
渉
に
謝

L
て
拒
絶
の
口
貸
ご
し
た
班
法
を
破

る
こ
ご
、
な
る
の
で
め
る
か
ら
、
幕
府
川
り
賞
怖
は
こ
れ
を
獅
断
す
る
の
非
を
悟
b
て
、
従
来

ω先
例
営
破
与
醤
規

一
し
依
ら
宇
し
て
、
諸
大
名
に
滞
・
り
、
叉
幕
府
の
旗
本
御
家
人
の
意
鬼
を
も
徴
し
た
o
斯
〈
て
閲
港
の
可
否
を
巾
心

ご
L
た
論
議
は
重
大
な
る
政
治
問
題
ご
し

τ取
扱
は
る
、
、
』
正
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

も
ご
よ
り
そ
れ
ら
の
意
同
地
沓
は
刷
法
の
縫
改
す
ぺ
が
ら
争
、
叉
貿
易
の
百
害
ゐ
っ
て
一
利
な
き
を
主
張
し
て
閥

地
に
反
謝
す
る
も
の
が
大
多
欽
を
占
め
て
居
っ
た
り
れ

E
も
、
中
に
は
向
山
源
太
夫
(
筋

)ω
如
き
比
較
的
事
理
に

諭

叢

近
世
河
晶
の
趨
勢

第
一
十
五
巻

九
九
七

第
五
掛

茸

亙

通
じ

τ居
た
も
の
は
、
交
易
は
脱
法
仁
背
〈
正
い
ふ
も
の
が
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
家
肢
の
時
に
は
、
支
那
、
朝
鮮
、

琉
球
の
外
に
、
備
術
牙
、
西
班
牙
、
英
吉
利
、
利
醐
、
安
市
問
、
選
躍
臓
、
東
崎
容
等
の
諸
岡
ご
の
交
易
色
許
さ
れ
、

我
国
炉
ら
も
朱
印
を
賜
っ
て
、
印
度
諸
凶
に
商
加
を
乗
出
に
し
・
こ
れ
を
御
氷
印
船
ご
も
奉
者
鮒
ご
も
い
っ
て
居

た
の
で
ゐ
つ

1
、
北
可
後
施
、
水
十
三
年
か
ら
我
同
聞
の
尚
般
を
外
国
に
出
だ
す
こ
ど
を
禁
壱
ら
れ
、
同
十
五
年
島
原
一

.. 



言論

議

近
世

H
H却
の
趨
勢

第
二
十
五
谷

丸
九
八

第
五
雄

主
プミ

授
の
鎮
定
後
は
和
制
刷
、
支
那
ニ
闘
の
外
、
交
易
ay
祭
神
』
ら
れ

τ了
っ
た
の
は
、
全
(
天
主
品
棋
の
祭
止
の
斜
め
む
ゐ

我
国

ω禁
激
方
針
に
つ
い
て
、
阪
に
外
闘
の
諒
制
加
を
得
て
居
る
今
日
、
共
附
制
苫
へ
堅
(
倹
約
の
明
文

で
定
め
ら
れ
た
な
ら
ば
交
易
を
許
苫
る
、
ご
も
、
組
法
に
背
(
謝
で
も
め
る
ま
い
、
矧
し

τ将
来
閥
均
営
備
ふ
べ

っ
た
か
ら

き
武
備
の
一
端
正
も
な
る
べ
き
一
帯
な
ら
ば
、
時
に
取
っ
て
組
法
を
掛
酌
じ
て
用
ゐ
ら
れ
て
も
よ
か
ら
'
y
、
阪
に
交

易
は
中
氷
山
脈

ω時
に
許
さ
れ
た
の
を
家
元
の
時
に
禁
止
苫
れ
、
民
に
今
に
な
っ
て
以
前
の
刷
法
に
復
せ
ら
る
、
ご
色

道
理
は
同
じ
事
で
ゐ
ら
う
ど
い
っ
て
、
交
易
許
可
の
主
抜
を
な
し
て
居
る
(
寛
猛
集
)
0

井
伊
直
弼
の
如
き
は
、
交

易
を
許
可
す
る
ば
か
り
で
な
〈
、
我
幽
か
ら
も
、
大
坂
、
兵
庫
、
堺
等

ω表
向
に
命
じ
て
軍
艦
汽
舶
を
新
迭
し
、

外
国
に
渡
航
し
て
貿
易
を
行
ひ
、
禁
事
情
を
倍
以
討
さ
せ
た
が
よ
か
ら
う
ご
建
白
し
た
(
閥
岡
越
源
)
リ

ペ
ソ

lω
次
に
は
露
凶
ゆ
使
節
プ

1
チ
ャ
ー
チ

vω
長
崎
に
乗
b
込
ん
で
、

二
地
内
開
港
を
求
め
て
か
ら
外
交

雛
は
一
一
腐
の
深
刻
を
加
へ
て
古
都
九
。
蛍
附
ア

1
チ
ヤ
チ
ン
が
我
筒
井
、
川
勝
の
繭
会
機
に
贈
っ
た
虫
H

翰
は
、
更
に

日
本
の
東
洋
に
於
り
る
地
位
の
重
要
己
な
っ
た
ニ
子
炉
』
告
げ
、
若
し
我
山
い
に
し
て
従
来
の
如
き
閥
策
を
畿
改
せ
な

い
な
ら
ば
、
闘
運
は
危
殆
に
蹴
ず
る
で
あ
ら
う
Z
痛
論
し
て
居
る
o

こ
れ
に
憐
れ
ば
、
一
一
一
四
十
年
前
迄
は
外
岡
人

も
世
凶
伊
内
僻
山
地
な
る
土
地
に
至
b
て
謙
期
[
難
い
利
盆
-vu
得
る
仲
畑
め
に
、
危
難
を
胃

L
て
航
海
す
る
こ
ご
を
悌
つ

て
居
た
け
れ
ど
も
、
今
日
で
は
会
〈
背
ご
鑓
っ
て
重
要
な
俊
明
が
出
来
、
蒸
汽
舶
の
出
来
た
局
め
に
、
隔
越
な
る

土
地
も
紛
み
嘗
て
は
数
筒
月
を
経
な
け
れ
ば
行
り
な
か
っ
た
地
方
も
、

A
ー
は
数
週
間
の
後
に
迷
せ
ら
れ
る
や
う
仁

な
っ
た
か
ら
、
外
国
の
舶
が
日
本
の
洋
面
に
航
し
、
机
伯
尚
に
入
る
も
の
、
、
多
〈
な
っ
た
事
は
、
日
本
の
政
治
家
必

.. ' 



十
こ
れ
を
知
る
で
め
ら
う
、
日
定
等
は
決

L
て
害
心
を
跳
ん
で
往
来
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
支
那
や
亜
米
利
加
の
西

北
岸
、
勘
察
加
ザ
ン
ト
タ
イ
ツ
チ
島
等
に
於
て
交
易
を
営
む
が
匁
め
に
往
来
の
途
中
、

必
十
其
中
間
に
あ
る
日
本

諸
島
を
通
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
ゐ
る
、
放
に
日
本
が
若
し
外
国
の
望
を
桓
h
U

に
於
て
は
、
彼
等
は
長
力

を
以
て
-
』
れ
を
要
求
す
る
に
至
ら
刷
芭
も
限
ら
叫
が
、

日
本
は
軍
事
に
か
け
て
は
施
め

τ拙
劣
で
あ
り
、
法
岸
の

品
一
家
を
一
望

L
て
も
、
砲
術
、
築
城
術
等
亦
似
る
幼
稚
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
打
砕
か
ん
仁
は
、
少
許
の
外
国
の

同
早
帥
刷
で
事
足
h
・
日
本
山
り
軍
舶
を
容
ひ
又
は
打
沈
め

τ諸
島
の
通
路
を
絶
つ
こ
己
も
容
易
で
あ
る
、
放
に
速
に
不

法
り
政
令
を
麹
改
し
て
外
脳
正
の
交
通
を
開
始
し
日
本
図
濯
の
隆
盛
を
圃
る
が
よ
か
ら
う
ど
い
よ
の
で
あ
っ
た
。

幕
末
に
於
け
る
是
等
の
同
ま
「
る
し
い
出
来
事
や
忠
言
が
一
層
幕
泊
の
常
局
及
び
識
者
の
臓
を
聞
か
せ
た
結
果

理
米
利
加
を
始
め

t
'し
て
諸
外
凶
正
の
閥
に
和
親
倹
約
が
つ
ぎ
介
、
に
締
結
苫
れ
、
ぞ
れ
が
動
機
己
な
っ

τ政
治

的
に
も
一
肌
曾
的
に
も
幾
多
の
波
測
を
俗
起
す
こ
ご
、
な
っ
た
ば
か
・
り
で
な
(
、
僚
約
の
質
施
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ら
の
諸
外
凶
ご
の
聞
に
迂
品
川
山
折
を
重
ね
て
問
題
の
解
決
を
見
る
に
至
っ
た
こ
己
は
、
余
が
「
抑
制
淡
及
び
帥
門
戸
の

開
港
事
情
」
山
町
小
編
(
本
誌
第
一
一
十
二
容
第
三
抗
)
に
於
て
説
い
た
ご
こ
ろ
壬
め
る
か
ら
、
こ
、
に
は
こ
れ
を
省
略

す
る
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
幕
府

ω所
詞
訓
訟
の
放
楽
は
念
精
度
下
鎖
国
よ
b
開
港
ヘ

t
逝
輔
さ
せ
た
が
、
ぞ

れ
は
強
も
外
的
腿
迫
の
み
に
依
っ
た
も
の
で
は
な
〈
、
時
勢
の
法
制
己
、
夏
に
建
一
雪
組
訟
の
回
顧
ご
に
基
〈
内
的

反
省
も
、
嘗
附
に
あ
っ
て
は
此
機
運
を
醸
成

L
促
進
し
た
一
つ
の
強
レ
カ
ご
な
っ
て
腐
た
一
」
ピ
や
一
閑
却
す
べ
き
で

な
か
ら
う
。

論

議

九
九
丸

近
世
河
島
町
趨
勢

第
二
+
五
巻

相
附
到
騨

五
七
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